
【社交不安障害（SAD：Social Anxiety Disorder）】 

「大勢の人の前で話すと緊張する」「あまり慣れていない人との会話は緊張する」「プレゼンの前に不安になる」と

いった経験をされたことのある方は、少なくなく、ごく自然なことであると言えます。通常はその不安や緊張は、会話や

発表、発言に支障をきたすことなく、時間や経験と共になれていきます。しかし、社交不安障害では、社交場面で注目

が集まるような状況で、強い不安や恐怖を感じ、それに伴って現れる身体症状（声の震え・赤面・動機など）が、会話

や発表発言などに著しく支障をきたします。過剰に「失敗したらどうしよう・・」「恥ずかしい思いをしたらどうしよう・・」と

いう不安にかられて、そのような場面を避けるようになってしまいます。 

社交不安障害の症状は？ 

具体的には、以下のような状況で苦痛を生じやすく、様々な身体症状が現れます。 

社交不安障害の原因は？ 

社交不安障害の原因ははっきりとわかっていませんが、恐怖症状を抑える働きのある神経伝達物質であるセロト

ニンのバランスが崩れ、神経が過敏な状態に置かれるからではないかと言われています。その要因として、過去に人

前で恥ずかしい経験をしたことがあるなどの経験的要因、人見知りなどの性格的要因、または遺伝的な要因があげ

られています。 

治療について 

 社交不安障害の症状の原因を「自分の性格のため」であると思い、治療を受けていない人が多いようです。治療を

放置してしまうと、就職や結婚などの大切な場面で制約がかかりやすくなります。社交不安障害は、薬物治療（抗不

安薬、SSRI）や認知行動療法をはじめとした心理療法など、幾つか治療法をご紹介できる病気です。自分だけではよ

くわからない、判断できないようであれば、保健センターにご相談ください。 
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 人前で話す、発表する

 面識がない人との会話

 人前で字を書く

 電話対応

 試験や面接時

苦手を意識しやすい状況 

 めまいや吐き気

 声がふるえる

 手足がふるえる

 息苦しさ

 顔が赤くなる

 頻繁にトイレに行きたくなる

身体症状 
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